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消費によるアイデンティティ形成志向と

処分行動の意思決定

玉 置 了

概要 本研究 は,消 費者が所有物の処分を意思決定す る契機を消費者の アイ デ ンティティ形

成志 向 とい う視点 か ら明 らかにす る。本研 究で は,ま ず消費者 の アイデ ンテ ィテ ィ形成 意

識,消 費者の アイデンティティ形成過程 にお ける処分行動,消 費者の処分行動 に関す る議論

といった3っ の議論 に関わ る先行研究を レビュー し,本 研究の問題を設定す る。 さらに,本

研究で は,質 問紙調査 により消費者の処分行動の意思決定の契機の差異を アイデ ンティティ

形成志向の違 いか ら明 らか にす る。先行研究 に したが って調査の枠組みを設定 し,重 回帰分

析 を行 い,(1)自 己イ メー ジの一致 を意識 した購 買,(2)ブ ラン ド ・イメ ージを重視す る購

買,(3)流 行 を意識 した購買,(4)取 揃え ・コーデ ィネ ー トを意識 した購 買 と使用,(5)製 品

利用 の熟練 を重視す る使用,(6)創 造的消費 を重 視 した使用,そ れぞれの アイデ ンテ ィテ ィ

形成志向の違 いによって,処 分を意思決定す る契機が異 なることを明 らか にす る。

AbstractThisStudyanalyzesconsumer'sdecisionmakeingaboutthemdisposition

behaviorfromaviewpointoftheconsumer'sidentityformation.First,Werevewthe

exsistingstudyaboutconsumer'sidentityformation,consumer'sdispositionbehaviorinthe

identityformationprocessandconsumer'sdispositionbehavioLAnd,Wesetaresearch

questionbasedontheseexsistingstudies.Second,Weconductquestionnairemethodand

analyzeddatabyamultipleregressionanalysis.AsaresulLIdentityformation-oriented

differencesbringssomedifferencesfOrdecisionmakingofthedisposition.
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1.は じ め に

今 日の 消 費 社 会 に お け る消 費 者 行 動 を研 究 す る上 で,そ の購 買 や使 用 行 動 の み な らず,

購 買 し,使 用 しな くな っ た モ ノ を いか に処 分 す るか と い う,処 分 行 動 を明 らか にす る こ と

が 重 要 と な って い る。 近 年 で は,リ サ イ ク ル制 度 の充 実 や 中 古 販 売 店 の市 場 拡 大,小 売 業

の下 取 り に よ る デ ィス カ ウ ン ト制 度,フ リー マ ー ケ ッ トや ネ ッ ト ・オ ー ク シ ョ ンの一 般

化,ま た国 や 地 域 へ 不 要 品 を寄 附 す る社 会 的 活 動 な ど,消 費 者 が 使 わ な くな っ た モ ノ を処

分 す る チ ャネ ル は年 々増 加 して い る。 ま た,使 わ な くな っ た製 品 を手 放 す と い う意 味 で の

処 分 で は無 く,大 事 に保 管 して お い た り,ま た別 の用 途 に向 けて リフ ォ ー ム した り,使 わ

な くな っ た モ ノ を再 び使 用 で き る よ う 「お直 し」 をす る な ど と い っ た行 動 も見 られ る。 こ

の よ うに モ ノを 大 切 に長 く使 お う と い う意 識 の一 方 で,「 断捨 離 」 と呼 ば れ るモ ノを 整 理

し,捨 て る こ と に よ り心 身 を整 理 し,シ ンプ ル な生 活 を送 ろ う とす る考 え 方 が 注 目 され て

い る。 以 上 の よ う に,処 分 行 動 を明 らか にす る こ と は,地 球 環 境 の持 続 可 能 性 が 重 視 され

る今 日 の消 費 社 会 の有 り様 を考 え る上 で も,ま た消 費 者 の処 分 行 動 に基 づ い た ビジ ネ ス を

考 え る上 で も,さ らに そ う した社 会 の今 日 の消 費 者 の新 た な行 動 を捉 え る上 で も重 要 な課

題 と な る。

本 研 究 で は,消 費 者 の処 分 行 動 を消 費 者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 志 向 と い う点 か ら捉 え

る。 と い う の も,消 費 者 は 自 らが 独 自で 一 貫 した存 在 価 値 を もっ た人 間 で あ る と い う こ と

を実 感 す る た め に モ ノ を購 買 ・所 有 し,使 用 す る こ とが あ る。 そ う した ア イ デ ンテ ィテ ィ

形 成 の た め の消 費,す なわ ち 「生 きが い」 を実 感 す る た め の消 費 が 今 日 の消 費 の原 動 力 と

な って い る と い う ことが そ の理 由 の1っ と して あ る。 バ ブル経 済 期 に は,高 級 なDCブ ラ

ン ドや 高 級 グ ル メ な ど,自 己顕 示 的 な消 費 が 盛 ん に な され る よ う に な り,バ ブ ル経 済 の崩

壊 後 も,消 費 者 は生 活 の全 て の局 面 で そ う した 自 己顕 示 的 な華 や か な消 費 をす る こ と は な

い けれ ど も,生 活 の い くっ か の局 面 に こだ わ りを もち 自 己 の個 性 を表 現 す る手 段 と して 消

費 を行 って い る。 ま た,2000年 代 以 降,持 続 可 能 な地 球 環 境 へ の ニ ー ズ の高 ま り は,単 に

地 球 環 境 の保 護 と い う ニ ー ズ に と ど ま らず,エ コ ・フ ァ ッ シ ョ ンと して,地 球 環 境 に優 し

い製 品 を消 費 した り,地 球 環 境 の こ と を考 慮 した生 活 を送 る こ とが 消 費 者 に と って の 自 己

表 現 の1つ と な り,ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 につ なが って い る。

ま た,消 費 者 が こ う した購 買 ・所 有,使 用 過 程 にお いて ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 に用 い る

モ ノ は,自 己 の存 在 価 値 を 支 持 す るモ ノで あ り,消 費 者 はそ の モ ノ に対 し強 い愛 着 を 抱
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き,処 分行動における意思決定に大きな影響を及ぼすと考え られるか らである。

本研究では,処 分行動にっいて,使 わなくなったモノを処分 しようと意思決定する契機

に着目する。消費者の行動をみると使わなくなったモノでもそのまま置いておいたり,棚

にしまったままにしているケースが多い,そ うした使わなくなったモノをどのようなとき

に処分 しようとするのか。本研究ではモノの処分を単にゴミとして廃棄するのみならず,

他者に売却 ・譲渡する,あ るいは廃棄 ・売却 ・譲渡せずに保管 してお くという行為を含

み,消 費者の処分行動が意思決定される契機を明 らかにする。

その処分行動の意思決定の契機に差異を生み出す要因として,上 述のアイデンティティ

形成意識をとりあげる。その対象となる製品カテゴリーは多様であるけれども,消 費者は

場合によっては複数の製品カテゴリーに関心を持ち,そ の製品を購買 ・所有することで,

また使用過程において創意工夫をし,独 自の使いこなしをすることでアイデンティティを

形成 しようとする。本研究では,消 費者は,製 品の購買と所有,使 用過程のどの局面にお

いてアイデンティティを形成 しようとする志向をもっのかということに着目し,そ の志向

の違いによって,処 分行動の意思決定の契機が異なることを明 らかにする。

本研究では,ま ず,消 費によるアイデンティティ形成を巡る先行研究か ら,消 費による

アイデンティティ形成志向を類型化する。次に消費者の処分行動を巡る研究のレビューを

行い,消 費者が処分を意思決定する契機を明 らかにする。そして,先 行研究に基づ く枠組

みか ら,質 問紙調査を行い,消 費者の処分行動の意思決定の契機に差異があることを探索

的に明 らかにする。

ll.先 行 研 究 の レ ビュー

1.ア イデ ン テ ィテ ィ形 成 意 識 と消 費

人 は,自 己が 独 自で 一 貫 した存 在 価 値 を も っ た人 間 で あ る と い う こ と を実 感 す る,す な

わ ち ア イ デ ンテ ィテ ィ(1>の形 成 の実 現 の た め に モ ノを 購 買 ・所 有,使 用,あ るい は処 分 し

た りす る。Levy[1959]は,消 費 者 は製 品 の 象 徴 的意 味 を 自 らの 意 味 の 拡 張,自 己 定 義

の た め に用 い る と述 べ て 以 来,様 々 な研 究 が な され て き た。 まず 自 己 ・製 品 イ メ ー ジの適

合 性 を巡 る議 論 な ど,消 費 者 は,自 らの現 実 の 自 己 イ メ ー ジや 理 想 の イ メ ー ジ を もっ 製 品

を選 択 す る と い う研 究 で あ り,Sirgy[1982]に お い て 詳 細 な レ ビ ュ ー が な さ れ て い る。

(1)ア イデ ンティティとは,自 分 を自分た ら しあて いる自我の性質であ り,他 者の中で 自己が独 自

の存在で あることを認め ると同時 に,自 己の生育史か ら一貫 した 自分 ら しさの感覚を維持で きて

いる状態で あると定義 されて いる。(鐘 ・山本 ・宮下[1984])
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こ う した研 究 か らは,消 費 者 は 自分 の イ メ ー ジ と合 致 す る ブ ラ ン ド選 択 を行 う と い う購 買

行 動 や 消 費 者 は 自 らが 憧 れ る イ メ ー ジを もっ ブ ラ ン ド選 択 を行 う,ま た は流 行 を い ち早 く

取 り入 れ た選 択 を し,自 己が 時 代 の先 端 を行 く消 費 者 で あ る と い う 自 己 イ メ ー ジ を形 成 し

よ うとす る購 買 行 動 が 浮 か び上 が る。 ま た,他 に もBelk[1995]の 蒐 集(コ レク シ ョ ン)

やSolomonandAssael[1987]やMcCracken[1988]の 自己 の ライ フス タイ ル と一 貫 し

て 合 致 す る文 化 的意 味 を も った(3)製 品 群 の取 揃 え が 自 己概 念 の維 持 ・拡 張 にっ な が る と

され て き た。

こ う した製 品 の購 買 ・所 有 に よ って 自 己 の存 在 価 値 を実 感 す るだ けで 無 く,Belk[1988]

で は,(2)所 有 物 の 熟 練 ・創 造 ・知 識 の 習 得 が 自 己 の 感 覚 を 強 化 す る と さ れ て い た り,

ClaiborneandOzanne[1990]の 創 造 的行 為 やCelsi,Rose,and,Leigh[1993]の 高 リス

ク消 費,ArnouldandPrice[1993]の 挑 戦 的 行 為 や 技 術 の 向 上 な ど,創 造 的 行 為 や 挑 戦

的 行 為,ま た知 識 ・能 力 の向 上 と それ らに伴 う達 成 感 が 自 己 の存 在 価 値 を実 感 させ る と さ

れ て い る②。

2.ア イデ ン テ ィ テ ィ形 成 過 程 にお け る処 分 行 動

以 上 の よ う に,人 は,製 品 の購 買 ・所 有 ・使 用 の過 程 を通 じて ア イ デ ンテ ィ テ ィ を形 成

しよ う とす る わ けで あ るが,モ ノ の処 分 と い う行 動 もま た 自 己 の 存 在 価 値 に影 響 を及 ぼ

す 。 人 生 の転 機 や 役 割 の変 化 に応 じて,モ ノ を処 分 す る こ とが 新 た な ア イ デ ンテ ィ テ ィ の

構 築 に 繋 が る とい うYoung[1991]やMcAlexander[1991]の 研 究 や望 ま し くな い 過 去

を持 った 自 己 との 決 別 と して処 分 行 動 を と らえ たLastovickaandFernandez[2005]の

研 究,ま たPrice,ArnouldandCurasi[2000]の よ う に,自 己 の人 生 を振 り返 る媒 介 物 と

して製 品 を と らえ た研 究 も あ る。 っ ま り,処 分 す る とい う行 為 は,新 た な ア イ デ ン テ ィ

テ ィを創 造 す る た め の行 為 で あ る一 方,次 項 で 述 べ る よ う に使 わ な くな って も保 管 して お

くと い う行 為 も処 分 行 動 に含 む ので あれ ば,大 切 に保 管 して お くと い う行 為 も,そ れ まで

消 費 者 個 人 が 生 きて き た 自 己 の存 在 価 値 を実 感 す る,す なわ ち ア イ デ ンテ ィ テ ィ の形 成 を

実 現 す る行 為 と いえ る ので あ る。

3.消 費者の処分行動に関する研究

消費者の処分における意思決定の契機を明 らかにする枠組みを設定するために,こ れま

での処分行動に関わる研究をここでまとめておく。まず,消 費者の処分行動に着目し,そ

(2)拙 稿,玉 置[2004],玉 置[2005]に 詳 しい。
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の意 思 決 定 に つ い て 述 べ た,Jacobyeta1.[1977]ら に基 づ くと,消 費 者 の処 分 行 動 は大

別 して(1)保 持,(2)永 久 的 処 分,(3)一 時 的処 分 と い う形 態 を と る と した。(1)の 保 持 に は,

保 管 とい う行 動 の他 に,新 た な 目的 の た め に転 用 す る とい う行 動 も含 まれ,(2)永 久 的 処

分 に は,ゴ ミと して 捨 て る と い う行 為 だ けで な く,譲 渡 や 交 換,売 却 す る こ と に よ り永 久

的 に手 放 す 行 動 が含 まれ て い る。 ま た,(3)一 時 的 処 分 に っ いて は,他 人 に貸 す とい っ た

行 動 が 含 まれ て い る。

Jacobyら は以 上 の よ う に,消 費 者 の 処 分 方 法 を 類 型 化 して い る が,そ の 後 の研 究 にお

いて,処 分 方 法 の意 思 決 定 を明 らか にす る こ と を 目的 とす る もので は無 いが,前 項 で 述 べ

た よ うな 自 己 と処 分 行 動 と の関 わ りの議 論 の なか で,CoulterandLigas[2003]は 捨 て る

こ と に た め らい を持 っ 消 費 者 は新 た な用 途 の創 造 や 寄 附 を行 っ た り,近 い友 人 ・知 人 に譲

渡 す る こ と に よ る愛 着 の間 接 的 な維 持 や,ガ レー ジ セ ー ルで の売 却 に よ る意 味 の伝 達 をす

る と して い る。 ガ レ ー ジ セ ー ル や オ ン ラ イ ン ・オ ー ク シ ョ ンで の 売 却 にっ い て 上 述 の

LastovickaandFernandez[2005]も 詳 細 に調 査 し,ガ レー ジ セ ー ルや オ ンラ イ ン ・オ ー

ク シ ョ ンで の売 却 の場 で 処 分 す る消 費 者 と新 所 有 者 と の間 で 共 有 され た 自 己が 生 まれ る こ

とが 指 摘 され て い る。 もち ろん,今 日 の消 費 者 の実 際 の処 分 行 動 と して も今 日で は,モ ノ

の処 分 方 法 も多 様 化 して お り,フ リー マ ー ケ ッ トや ネ ッ ト ・オ ー ク シ ョ ンで の売 却 は も ち

ろん,小 売 店 で の下 取 りや 中 古 販 売 店 へ の売 却 や,社 会 貢 献 に活 用 す る と い っ た行 為 も一

般 的 と な って い る。

4.問 題 の設 定

拙 稿(玉 置[2009])で は,所 有 物 に人 生 の経 験 や 思 い 出 を投 影 しよ うとす る意 識 の 高

低 が,衣 服(外 出着)の 処 分 の理 由 や方 法 に差異 を もた らす こ とを 明 らか に して い る。 そ

こで は,大 学 生 へ の調 査 の結 果 で あ るが,衣 服 の処 分 の理 由 と して,所 有 物 に人 生 経 験 や

思 い 出 を 投 影 す る意 識 の 高 い 消 費 者 の ほ うが,思 い入 れ が 無 くな った,思 い 出 が 薄 く

な った,嫌 な 思 い 出 が あ る な ど,(1)思 い 出 の希 薄 化 や 嫌 な思 い 出 の存 在 に よ り処 分 を 意

思 決 定 す る こ と,(2)価 値 の 低 い 衣 服 を 着 て い る 自 己 と の決 別 を す る た め 衣 服 に 感 じ る

安 っぽ さが 処 分 行 動 を 促 進 す る と い う こ と,(3)上 述 の よ うな ス トー リー の 伝 達 や ア イ デ

ンテ ィテ ィの共 有 を求 め て フ リー マ ー ケ ッ トで の高 い処 分 意 欲 を もっ とい う こ とを述 べ

た。 ま た,処 分 の方 法 に も差 異 が 見 られ て お り,所 有 物 に人 生 経 験 や 思 い 出 を投 影 す る意

識 の高 い 消 費 者 の ほ うが(1)保 管 して お い た り,リ フ ォー ム や 転 用 しよ う とす る意 識 が 高

く,思 い 出 を 維 持 しよ う と して い る こ と,(2)洗 って か ら捨 て る と い う行 動 を取 ろ う とす
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る意識が高 く,処 分時の儀式 として綺麗にしてから捨てようとする意識が存在すること,

(4)楽しみ目的でブリマに出品しようとする意識が高 く,上 記 のようなコミュニケーショ

ンによってその所有物 にまっわるス トー リーを伝達 しようとすること,(5)小 売店に下取

りに出そうとする意識が高 く,ゴ ミとして捨てるよりも,社 会貢献などに活用 してもらお

うとしているということを述べた。

玉置[2009]で は人生経験や思い出の所有物への投影場処分行動に及ぼす影響を明 らか

にしたが,一 方で,現 代の消費者の人生経験にとって重要な意味を持っと考え られる購買

時や使用過程におけるアイデンティティ形成は,処 分の意思決定にいかなる影響を与える

のであろうか。上述のように,先 行研究では,自 己の存在の再構築のためにモノを処分 し

たり,自 己の再確認のために保管というかたちで自己とモノと処分の関係が論 じられてい

るが,本 節1で 述べたように消費者は様々なスタイルでアイデンティティを形成 しようと

しているなかで,こ うしたアイデンティティ形成スタイルに基づ くアイデンティティ形成

志向の違いは,処 分を意思決定する契機にも違いをもたらすと考え られる。

本研究では,前 項で述べた製品の持っイメージを意識 した購買や使用時における製品利

用の熟練や創造,取 揃えといった行為によるアイデンティティ形成志向の違いがモノの処

分を意思決定する契機の差異に与える影響を明 らかにする。

川.調 査 の設計

1.調 査 の方 法

上 述 の よ うな 問 題 意 識 を 明 らか に す る た め に,本 研 究 で は,質 問 紙 に よ る調 査 を行 っ

た。 対 象 は,奈 良 県 の生 活 協 同 組 合 の組 合 員2000名 に配 布 し,有 効 回 答 は691通(回 答 率

は34.6%),ま た,質 問 票 の配 布 は,2010年 の9月 に行 わ れ た。

2.ア イデ ン テ ィテ ィ形 成 志 向

消 費 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 と い って も,前 節 で 述 べ た よ う に い くっ か の ス タ イ ル

が 見 られ る。 分 析 に お いて は,ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 の そ の ス タ イ ル に基 づ く志 向 ご と に

処 分 行 動 の 差 異 を 明 らか に せ ね ば な らな い。 調 査 で 問 う た ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 志 向 は,

以 下 の通 りで あ る。 まず 前 節 で 述 べ た,自 己 ・製 品 イ メ ー ジの適 合 す る製 品 の購 買 ・所 有

と い う観 点 か らは1.商 品 を買 う と き は 自分 の価 値 観 ・性 格 に一 致 す る イ メ ー ジ の も の を

選 ぶ 。2.商 品 を買 う と き は ブ ラ ン ドの イ メ ー ジを重 視 す る。3.商 品 を買 う と き は流 行
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を意 識 して 買 う と い う形 で 問 うた 。 ま た,購 買 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 と い って も,

製 品 の取 揃 え と い う購 買 の視 点 か ら,4.商 品 を買 う と き は 自分 の持 って い る モ ノ と の相

性 や コ ー デ ィネ ー トを意 識 して い る と い う質 問 を行 っ た。

次 に,上 記 の よ う な製 品 購 買 に よ る ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 で は無 く,使 用 過 程 にお け る

ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 と して,所 有 物 の熟 練 ・創 造 ・知 識 の習 得 とい う視 点 か らは,5.

持 って い る商 品 は熟 練 して使 い こ なせ る よ うに努 力 す る タ イ プ だ,6.材 料 を 買 った り,

既 に あ る商 品 に手 を加 え て 自分 で モ ノ を創 り出す のが 好 きだ と い う形 で 問 う た。 いず れ も

5点 尺 度 で 問 うて い る。

3.処 分 行 動 にお け る意 思 決 定 の契 機

前 節 で 論 じた先 行 研 究 を踏 まえ た上 で,物 理 的 な ス ペ ー スが 無 い た め処 分 す る な ど 自 己

と は関 わ りの無 い一 般 的 な処 分 の契 機 と考 え られ る質 問 項 目 も加 え,本 研 究 で は,以 下 の

11の 処 分 の 契 機 を あ げ,質 問 を作 成 した。(1)置 き場 所 や 収 納 ス ペ ー ス が 手 狭 に な った と

き,(2)お 金 が 目的 で は な くバ ザ ー や フ リー マ ー ケ ッ ト,ネ ッ トオ ー ク シ ョ ンに 出 品 す る

と き,(3)バ ザ ー や フ リー マ ー ケ ッ ト,ネ ッ トオ ー ク シ ョ ン に出 品 して お 金 に換 え よ う と

思 う と き,(4>自 分 の趣 味 や 自分 の イ メ ー ジ と合 わ な くな った と感 じる と き,(5>そ の モ ノ

が 時 代 遅 れ,流 行 遅 れ と感 じ る と き,(6)見 た 目が ポ ロ くな った り傷 ん で き た と き,(7)そ

の モ ノ に対 す る思 い入 れ や 思 い出 が 無 くな った と き,(8)そ の モ ノが 安 っぽ く感 じた と き,

(9)新 しい 同 種 の モ ノ を買 い た くな った と き,(10)小 売 店 が下 取 り して くれ て,新 品 を 安 く

手 に入 れ られ る と き,(11)新 しい生 活 が 始 ま った り,人 生 の 節 目 で あ る と きで あ る。 質 問

と して は,「1年 以 上 使 用 し,か っ 自分 に と って 高 価 な商 品」 を 処 分 しよ う と思 う き っか

け につ いて お教 え くだ さ い」 と し5点 尺 度 で 問 う た。

lV.分 析 と考 察

1.自 己 イ メ ー ジ と合 致 した購 買 と処 分 の 意 思 決 定

処 分 の 意 思 決 定 の契 機 が 前 節 で あ げ た各 ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 志 向 に よ って 異 な る こ

と を 明 らか に す る た め に,本 研 究 で は,5っ の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 志 向 を 被 説 明 変 数

と し,11の 処 分 行 動 に お け る意 思 決 定 の契 機 を 説 明 変 数 と した重 回帰 分 析 を行 った(図

表1-1)。

自 己 イ メ ー ジ との一 致 を重 視 した ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 志 向 を持 っ 消 費 者 は,(1)手 狭
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に な った か ら(β=.078),(3)換 金 目的 で 出 品(β=一.120),(4)自 己 イ メ ー ジ と不 一 致

(β ニ。191),(5)流 行 や 時 代 遅 れ(β ニ ー 。100),(11)新 しい生 活 の 節 目(β=.086)の 項 目

につ いて 有 意 な結 果 が 見 られ た。

この結 果 か ら,(1)自 己 の イ メ ー ジ と不 一 致 を 感 じた と き に処 分 を決 断 す る の は 当 然 と

して,(11噺 た な生 活 の 節 目 と い った,新 しい 自分 が 生 み 出 され る時 に モ ノを 処 分 し よ う

とす る と い う点 も自 己 イ メ ー ジと の一 致 を意 識 した購 買 を行 う消 費 者 が 処 分 を意 思 決 定 す

る契 機 と合 致 す る。 ま た,(5)流 行 や 時 代 遅 れ と感 じた と き に処 分 しよ う とす る意 識 にっ

いて は,負 の関 係 が み られ て お り,自 己 イ メ ー ジと の一 致 を重 視 す る消 費 者 は流 行 や 時 代

遅 れ に左 右 され ず モ ノを 使 用 し続 け る こ と,そ して(1)手 狭 に な っ た こ とを 契 機 に処 分 を

判 断 す る様 子 が うか が え る。 ま た,(3)換 金 目 的 で 出 品 に つ い て も負 の 関 係 が 見 られ て お

り,処 分 しよ う とす る製 品 に経 済 的 な価 値 を感 じな い と い う こ とが 考 え られ る。

図表1ア イデ ンテ ィテ ィ形成志向 と処分の意思決定 に関する分析(1)

(1)手 狭 にな った

② 楽 しみで出品

(3)換 金 目的で出品

(4)自 己イメー ジと不一致

(5)流 行 ・時代遅 れ

㈲ ポロや痛 み

(7)思 い入 れや思 い出が無 くな った

(8)安 っぽ く感 じた

(9)新 しい同種 のモノを購入

(1①小売店 が下取 り

(11)新しい生活,節 目

調整済 みR2乗 値

1.自 己イメージ志向

β 有意確率

0.078

0.028

-0 .120

0.191

-0 .100

0.070

0.043

0.004

-0 .035

0.049

0.086

0,058

0.529

0.008

0.000

0.036

0,103

0,379

0.929

0.446

0.287

0.063

0.068

2.ブ ラ ン ド志、向

β 有 意 確 率

0,019

0.034

0.014

0.033

0.132

0.021

-0 .069

0.163

-0 .036

0.044

0.003

0,657

0.455

0.753

0.512

0.006

0.633

0.161

0.001

0.433

0.343

0.946

0.051

3.流 行意識

β 有意確率

0.026

-0 ,001

0.021

0.017

0.227

0.025

-0 .059

0.118

0.090

0.039

-0 .031

0.520

0.981

0.634

0.725

0.000

0.560

0.218

0.013

0.044

0.394

0.496

0.106

2.ブ ラ ン ドの イ メ ー ジ重 視 した購 買 と処 分 の 意 思 決 定

次 に製 品 の購 買 時 に ブ ラ ン ドイ メー ジを重 視 す る とい うア イデ ンテ ィテ ィ形 成 志 向 を もっ

消 費 者 は,重 回帰 分 析 の結 果,(5)流 行 ・時代 遅 れ(β=.132),(8)安 っぽ く感 じた(β=.163)

を契 機 に処 分 を意 思 決 定 す る こ とが 明 らか に な っ た(図 表1-2)。

(5)流 行 ・時 代 遅 れ に っ いて は,ブ ラ ン ドの もっ イ メ ー ジを 自 己 に投 影 す る こ とで 自 己

を表 現 しよ う とす る消 費 者 は,流 行 も意 識 して い る こ とが 想 定 さ れ る し,(8)安 っぽ く感

じた に関 して は,ブ ラ ン ドの イ メ ー ジを重 視 す る消 費者 は,製 品 に高 い経 済 的価 値 を感 じ,

それ を投 影 す る こ とで 自 らの価 値 の高 さ とす る と い う こ と,そ して,そ の価 値 の低 さ を実
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感することが自己の価値の低さを実感することに繋が り処分,価 値の低い自己との決別と

いう意味で処分を決断するという行動が見てとれる。

3.流 行 を意 識 した製 品 購 買 と処 分 の意 思 決 定

流 行 を意 識 した製 品 を購 買 す る こ と に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 志 向 を持 っ 消 費 者 にっ

いて は,(5)流 行 ・時代 遅 れ(β=.227),(8)安 っぽ く感 じた(β=.118),(9)新 しい同 種 の

モ ノ を購 入(β=.090)に 有 意 な 関係 が見 られ て い る(図 表1-3)。

(5)流行 ・時 代 遅 れ が 強 い 関 係 を 持 っ の は もち ろん の こ と,(8)安 っぽ く感 じた と も関 係

が あ る の は前 項 の ブ ラ ン ドイ メ ー ジを重 視 す る志 向 と流 行 意 識 と は志 向 自体 が 強 い関 係 を

持 っ か らか も知 れ な い。 ま た(9)新 し い同 種 の モ ノを 購 入 を 契 機 に処 分 を 決 定 す る と い う

よ う に,流 行 へ の意 識 が 強 いが 故 に,新 しい同 種 の モ ノ を多 く購 入 し,そ れ を契 機 に流 行

か ら遅 れ た 自 己 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 に寄 与 しな い モ ノ を処 分 す る と い う様 子 が うか が

え た。

4.取 揃 え ・コ ーデ ィネ ー トを重 視 した購 買 ・使 用 行 動 と処 分 方 法

関 連 製 品 を取 り揃 え コ ー デ ィネ ー トしよ う とす る意 識 の高 い消 費 者 の処 分 の契 機 にっ い

て は,以 下 の よ うな結 果 が得 られ た。(3)換 金 目的 で 出品(β=一.093),(4)自 己 イ メ ー

ジ との 不 一 致(β=.177),(6)ポ ロ や 傷 み(β=.074),(11)新 し い生 活 の 節 目(β=.091)

に お いて 有 意 な関 係 が 見 られ て い る(図 表2-4)。

図表2ア イデ ンテ ィテ ィ形成志向 と処分の意思決定 に関する分析(2)

(1)手 狭 にな った

② 楽 しみで出品

(3)換 金 目的で出品

(4)自 己イメー ジと不一致

(5)流 行 ・時代遅 れ

㈲ ポロや痛 み

(7)思 い入 れや思 い出が無 くな った

(8)安 っぽ く感 じた

(9)新 しい同種 のモノを購入

⑳ 小売店 が下取 り

(11)新しい生活,節 目

調整済 みR2乗 値

4.取 揃 え志 向

β 有意確率

0.018

0.026

-0 .093

0.177

0.023

0.074

-0 .003

0.012

0.016

0.047

0.091

0.662

0.567

0.039

0.000

0.635

0.085

0,959

0.811

0.725

0.303

0.047

0.078

5.熟 練志 向

β 有意確率

0,056

0.079

-0 .041

0.135

-0 .025

-0 .063

-0 ,038

0.014

-0 .059

-0 .009

0.028

0.184

0.092

0.374

0.008

0.604

0.157

0,447

0.774

0.207

0.853

0.555

0.014

6.創 造的消費志向

β 有意確率

0.005

0.090

0.069

0.083

-0 .141

-0 .086

-0 .008

0.052

0.011

-0 .032

0.066

0901

0.051

0.134

0.100

0.004

0.048

0.878

0.298

0.814

0.504

0.158

0.033
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こ の コ ー デ ィネ ー トに よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 は,本 節1～3で 述 べ た購 買 に よ る ア

イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 の1っ で あ る と いえ る。 しか し,自 らが 思 い描 くイ メ ー ジ に沿 っ た中

心 製 品 の購 買 と そ の後 に購 買 す る付 随 製 品 と の コ ー デ ィネ ー トの ま と ま り と して の 自 己表

現 に よ って 実 現 す る と考 え られ,時 間 をか け た ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 で あ る と いえ る。 そ

の た め,1.自 己 イ メ ー ジ との 一 致 志 向 で 見 られ た,(3)換 金 目 的 で の 出 品,(4)自 己 イ メ ー

ジと の 不 一 致,(11)新 しい 生 活 の節 目 と共 通 した 志 向 が現 れ た と考 え られ る。 一 方 で,時

間 を か け た ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 で あ るが 故 に,流 行 や 新 しい モ ノ の購 買 と は反 応 せ ず,

(6)ポ ロや傷 み とい った理 由 が処 分 に繋 が る とい う こ とが うか が え る。

5.製 品 利 用 の熟 練 を重 視 す る使 用 行 動 と処 分 の 意 思 決 定

製 品利 用 の 熟 練 に よ り ア イ デ ン テ ィ テ ィを 形 成 使 用 とす る志 向 を もっ 消 費 者 は,(2)楽

しみ 目的 で フ リー マ ー ケ ッ トや ネ ッ ト・オ ー ク シ ョ ンに 出 品(β ニ。079)や,(4)自 己 イ メ ー

ジと不 一 致(β=.135)に っ い て有 意 な 関係 が得 られ た(図 表2-5)。

(2)楽 しみ 目的 で 出 品 につ い て は,後 の創 造 的 消 費 に よ る ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 志 向 の

分 析 で も見 られ る と お り,こ う した使 用 過 程 にお け る ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 志 向 を もっ 消

費 者 に共 通 して み られ る傾 向 で あ り,そ の理 由 と して は,熟 練 や 創 造 に よ り磨 い た能 力 や

知 識 を 出品 の場 に お いて 披 露 した い と い う動 機 が あ る と い う点,使 用 す る こ と 自体 に楽 し

み を抱 いて い る と い う意 識 が 処 分 時 に も楽 しみ た い と い う動 機 に繋 が る と い う点 が 考 え ら

れ る。(4)自 己 イ メ ー ジ との 不 一 致 に っ い て も,創 造 志 向 で は有 意 確 率 が.100と 使 用 過 程

に お け る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 に共 通 して み られ る傾 向 で あ る と判 断 で き そ うで あ る。 こ

れ にっ いて も,ブ ラ ン ドや 流 行 と は こ と な り,製 品 を使 い こ な して い る 自 己が 中 心 と な っ

て,個 人 の 自 己 イ メ ー ジを形 成 使 用 と して い る志 向 が こ う した強 い反 応 を も た ら した も の

と考 え られ る。

6.創 造 的 消 費 の重 視 と処 分 の意 思 決 定

創 造 的 消 費 を重 視 す る消 費 者 が 処 分 を意 思 決 定 す る契 機 と して は,(2)楽 しみ 目的 で 出

品(β ニ.090),(5)流 行 ・時 代 遅 れ に な った(β=一.141),(6)見 た 目 に ポ ロや 傷 み が 目

立 っ(β=一.086)と い う項 目 に お いて 有 意 な関 係 が 見 られ て い る(図 表2-6)。

(2)楽 しみ 目的 で 出 品 に つ い て の 考 察 は前 項 で 述 べ た通 りで あ る と して,(5)流 行 ・時 代

遅 れ に な った,(6)ポ ロや 傷 み が 目立 っ に っ いて は負 の 関 係 が み られ て い る。 す な わ ち,

創 造 的 消 費 を重 視 す る消 費 者 は,流 行 や 時 代 遅 れ,ポ ロや 傷 み を理 由 に処 分 を意 思 決 定 し
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な い と い うこ とが 見 て とれ る。 こ の理 由 と して は,日 常 か ら所 有 す る製 品 を 自分 な り に創

意 工 夫 して 改 造 や カ ス タマ イ ズ す る こ と に よ って 新 鮮 味 を 失 う こ と な く消 費 して い る こ

と,ま た傷 み な ど も自分 自身 で 修 理 す る な ど して 使 用 す る こ と に楽 しみ を感 じて い る と い

うこ とが 考 え られ る。

V.ま と め

1.本 研 究 の ま と め

本 研 究 は,消 費 者 の処 分 行 動 の 意 思 決 定 が 活 性 化 さ れ る 契 機 が,消 費 者 の ア イ デ ン

テ ィテ ィ形 成 志 向 に よ り異 な る こ と を明 らか にす る こ と を 目的 と して 議 論 を進 めて き た。

まず,先 行 研 究 の レ ビュ ー を行 い,消 費 に よ る ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 を4っ の視 点 か ら

捉 え 直 した。1っ め は,購 買 し所 有 す る製 品 の イ メ ー ジを 自 己 に投 影 す る こ と に よ る ア イ

デ ンテ ィ テ ィ形 成 で あ る。2っ め が,(2)自 己 の ラ イ フ ス タイ ル と一 貫 した 意 味 を もっ 取

揃 え に よ る ア イ デ ン テ ィ テ ィ形 成 で あ り,3っ め に製 品 の 熟 練,創 造,知 識 の 習 得 と

い っ た使 い こ な しに よ る ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成,4っ め に過 去 の人 生 経 験 を所 有 物 に投 影

す る こ と に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 を あ げ た。 ま た,処 分 行 動 と 自 己 に関 わ る これ まで

の研 究 で は,ア イ デ ンテ ィ テ ィ の再 構 築 や ア イ デ ンテ ィ テ ィ の再 確 認 の た め に処 分 行 動 を

位 置 づ け,研 究 が な され て き た。

さ らに,処 分 行 動 の意 思 決 定 を活 性 化 す る契 機 を ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 と い う視 点 か ら

明 らか にす る枠 組 み を設 定 す る た め,消 費 者 の 処 分 行 動 に関 す る研 究 の レ ビュ ー を行 っ

た。 そ こで は,処 分 行 動 は,単 に ゴ ミと して永 久 的 に処 分 す る だ け で な く,保 管,転 用,

譲 渡,交 換,売 却,貸 与 と い っ た行 動 も概 念 的 に含 まれ る こ と を述 べ た。 さ らに,こ れ ま

で の研 究 で は,ガ レー ジセ ー ルや ネ ッ トオ ー ク シ ョ ン,譲 渡,社 会 貢 献 な どが そ の処 分 方

法 と して 研 究 の姐 上 に上 って お り,こ う した先 行 研 究 か ら設 問 を設 定 した。

分 析 は質 問 紙 調 査 か ら得 られ た結 果 を重 回 帰 分 析 を用 いて 行 っ た。 そ の結 果,以 下 の よ

うな結 果 が 得 られ た。 まず,(1)自 己 イ メ ー ジ と合 致 した購 買 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形

成 志 向 を持 つ 消 費 者 は,自 己 イ メ ー ジ と の不 一 致 や 新 た な節 目 に モ ノ を 処 分 しよ う と し,

処 分 しよ うとす る モ ノ に価 値 を感 じて い な い こ と,ま た流 行 に左 右 され ず,長 い間 モ ノ を

使 用 し続 け よ う と す る と い う傾 向 が あ る と い う こ とを 述 べ た。 次 に,(2)ブ ラ ン ドの イ

メ ー ジを重 視 した 購 買 を行 い ア イ デ ンテ ィテ ィを形 成 しよ う とす る志 向 を もっ 消 費 者 は,

流 行 も同 時 に意 識 し,ま た所 有 す る モ ノが 安 っ ぽ く感 じた と き に モ ノ を処 分 しよ う とす る
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と い う こ とが 明 らか に な っ た。 この こ と は,ブ ラ ン ドの イ メ ー ジ に よ って ア イ デ ン テ ィ

テ ィを形 成 使 用 とす る志 向 を もっ 消 費 者 は所 有 す る モ ノ の経 済 的 な価 値 の高 さ を 自 己 の価

値 と して 投 影 し よ う と す るの で あ り,処 分 は そ の 所 有 物 の 価 値 を 低 く感 じた と きに行 わ

れ,価 値 の 低 い 自 己 との 決 別 と して の 処 分 行 動 の 意 味 を もっ と考 え られ る と した。(3)流

行 を意 識 した製 品購 買 に よ る ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 を志 向 す る消 費 者 は,(2)ブ ラ ン ド志

向 の消 費 者 と類 似 した結 果 が 見 られ たが,異 な っ た の は新 しい同 種 の モ ノ を購 入 した と き

に処 分 の意 思 決 定 が 活 性 化 され る と い う点 で あ る。 こ の こ と は流 行 意 識 の強 さが,新 製 品

の購 買 を促 し,流 行 か ら遅 れ た と き は 自 己 の ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 に は寄 与 しな い と見 な

して処 分 され る とい う様 子 が 見 て とれ る。(4)製 品 の取 揃 え ・コ ー デ ィネ ー トに よ る ア イ

デ ンテ ィテ ィ形 成 志 向 を もつ 消 費 者 に つ い て は,製 品 の取 揃 え とい う,(1)～(3)で 想 定 さ

れ る よ う な単 一 製 品 の購 買 と は異 な り,時 間 を か け て取 揃 え る購 買 行 動 に よ る ア イ デ ン

テ ィテ ィ形 成 と い う こ とか ら,流 行 や モ ノ の新 しさ と は関 連 せ ず,自 己 イ メ ー ジ と の不 一

致 や,ポ ロや 傷 み を契 機 と して処 分 が 決 断 さ れ る と い う こ と を述 べ た。(5)製 品 利 用 の 熟

練 を重 視 す る消 費 者 にっ い て は,次 で 述 べ る(6)と 使 用 過 程 にお け る ア イ デ ンテ ィテ ィ形

成 志 向 と い う点 で 共 通 す る よ う に,楽 しみ を 目 的 と した フ リー マ ー ケ ッ トや ネ ッ ト ・

オ ー ク シ ョ ンで の 出 品 の 機 会 が あ るの を契 機 に処 分 を 決 断 す る こ と,ま た 製 品 が もっ イ

メ ー ジよ り も,自 己 の イ メ ー ジを中 心 と して ア イ デ ンテ ィ テ ィ を形 成 す る志 向 が 強 く,自

己 イ メ ー ジの 不 一 致 に よ り処 分 が 行 わ れ る こ とを 述 べ た。 最 後 に,(6)創 造 的 消 費 に よ る

ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 志 向 を もっ 消 費 者 は,流 行 や 時 代 遅 れ,ポ ロや 傷 み と い っ た こ とが

処 分 を 決 断 す る契 機 とは な り に く く,こ う した 消 費 者 は,ポ ロや傷 み も自 分 で 修 理 した

り,ま た 自分 自身 で 創 意 工 夫 して 消 費 す る こ とが 絶 え ず 新 鮮 味 を生 み だ し,処 分 に繋 が ら

な い と い う こ と を述 べ た。

2.本 研究の示唆

最後に,本 研究が もっ意義を,消 費者行動研究とマーケティングの2っ の視点か ら述べ

ておきたい。まず,消 費者行動研究に対する意義として,こ れまでの消費者行動を巡る研

究では,消 費者の購買行動に関するものがほとんどであり,消 費者の購買後の使用行動,

あるいは処分行動に目をむけたものは数少ない。特に消費者のアイデンティティ形成行動

という視点において も,こ うした視点か ら消費者の行動を捉える研究は我が国では数少な

い,ま たそうした視点か ら,さ らに数少ない処分行動を捉えたという点に於いて,本 研究

は探索的なものであるけれども意義をもっと考え られる。
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そ うい っ た なか で,本 研 究 は,消 費 者 の ア イ デ ンテ ィテ ィ形 成 と い う購 買 と使 用 行 動 を

含 む行 動 の 視 点 か ら処 分 行 動 を 明 らか に した 。 こ う した 研 究 は第II節 にお い て,こ れ ま

で に もな され て い る と い う こ と を述 べ た けれ ど も,ア イ デ ンテ ィテ ィの再 構 築 や 再 確 認 と

い っ た視 点 以 外 か ら も,ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 とか か わ って,処 分 を決 断 す る契 機 が 存 在

す る こ と を明 らか に した。 ま た,消 費 者 の 自 己 と モ ノ と の関 係 の あ り方 に よ って,そ の契

機 が異 な る こ とを 包 括 的 に 明 らか に した こ と も本 研 究 の 独 自 の 成 果 で あ る と い え る。 ま

た,本 研 究 で は,処 分 を決 断 す る契 機 を明 らか に した と い う点 にお いて,処 分 行 動 の研 究

が 今 後 進 め られ る に あ た って,そ の処 分 行 動 の ス タ ー トと な る消 費 者 の行 動 を明 らか に し

た と い う点 に お いて も意 義 を もっ と考 え られ よ う。

次 に,マ ー ケ テ ィ ング の視 点 に対 し,本 研 究 の成 果 は,以 下 の よ う な点 を示 唆 が 考 え ら

れ る。 冒頭 で 述 べ た よ う に,今 日 に お いて は不 要 品 の買 取 や 下 取 り,フ リー マ ー ケ ッ トや

ネ ッ ト ・オ ー ク シ ョ ンと い っ た場 が 消 費 者 の不 要 品 の処 分 の場 と して 用 い られ,そ れ らを

ビ ジネ ス ・モ デ ル とす る企 業 や,そ う した場 を社 会 活 動 の参 加 の場 とす る組 織 が 数 多 く存

在 す る。 そ う した場 へ の顧 客 獲 得 に対 す る示 唆 と して,ア イ デ ンテ ィ テ ィ形 成 志 向 の違 い

が,不 要 品 の売 却 や 場 へ の参 加 へ の違 い を もた らす と い う こ とが 本 研 究 の結 果 か ら考 え ら

れ る。 例 え ば,(1)自 己 イ メ ー ジ との 一 致 や(4)製 品 の 取 揃 え ・コー デ ィ ネ ー トを ア イ デ ン

テ ィテ ィ形 成 の志 向 と して もっ 消 費 者 は,新 た な 節 目 に売 却 や 参 加 を 考 え るが,(2)ブ ラ

ン ドの イ メ ー ジや(3)流 行 を意 識 した 購 入 を す る消 費 者 は流 行 遅 れ とな った と きに売 却 や

参 加 を 考 え る とい う点 に お い て 違 いが 出 る とい う こ とが あ げ られ る。 ま た,(5)製 品利 用

の熟 練 や(6)創 造 的消 費 と い った使 用 過 程 に お け る ア イ デ ン テ ィテ ィ形 成 を 志 向 す る消 費

者 は楽 しみ 目的 で の参 加 を促 す こ とが で き る一 方,(6)創 造 的 消 費 に よ って ア イ デ ン テ ィ

テ ィを形 成 しよ う とす る消 費 者 は,所 有 物 を創 意 工 夫 した り,自 身 で 修 理 した りす る こ と

か ら,売 却 や 参 加 を促 進 す る こ と は困 難 と言 え るか も知 れ な い。

3.お わ りに

本研究では,消 費者が所有物の処分を意思決定する契機が,ア イデンティティ形成志向

の違いによって異なることを明 らかにした。今後の研究課題を示 してお くと次のようなこ

とが課題と考え られる。まず,本 研究では,衣 服や携帯電話など,製 品カテゴリーを限定

せずに調査を行った。消費者の関心が多様化する中で,製 品カテゴリーを限定せずにする

方が処分の意思決定の一般化された結果が得 られると考えたか らであるが,一 方でアイデ

ンティティ形成という消費の意味という視点か ら処分行動を明 らかにするとき,製 品カテ
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ゴリーを限定 した方がより明確な議論が可能とも考え られ,今 後製品カテゴリーを明確化

した研究 も必要となろう。また,今 日では,消 費者の倹約志向が高まる中で,経 済的な視

点か らモノを大切に使うという風潮も見 られている。そうした意識と本稿でのべた購買に

よるアイデンティティ形成という意識が関連 したとき,処 分の意思決定はどのように変化

す る のか,そ う した点 も今 後 の課 題 と して 考 え られ る。
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